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一
　『
哲
学 
（
会
） 

雑
誌
』
と
『
哲
学
研
究
』
の
思
想
史
的
位
置
付
け

哲
学
会
は
東
京
大
学
文
学
部
で1884 
（
明
治
17
） 

年
1
月
26
日
に
創
立
さ
れ
、1887 

（
明
治
20
） 

年
2
月
5
日
よ
り
機
関
誌
『
哲
学

会
雑
誌
』
を
月
刊
で
発
行
し
た
。1892 
（
明
治
25
） 

年
6
月
に
『
哲
学
雑
誌
』
に
改
題
し
、
戦
後
に
年
刊
に
変
わ
っ
て
今
日
ま
で
継
続

し
て
い
る
。
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
で
設
立
さ
れ
京
都
哲
学
会
が1916 

（
大
正
5
） 

年
4
月
に
創
刊
し
た
『
哲
学
研
究
』
と
共
に
、

学
術
論
文
を
掲
載
す
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
日
本
哲
学
の
発
展
に
お
い
て
基
本
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

そ
の
意
義
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
近
・
現
代
哲
学
の
発
展
を
検
討
す
る
上
で
必
須
で
あ
る
。

そ
の
2
誌
の
意
義
を
考
え
る
上
で
は
、
明
治
期
か
ら
様
々
な
思
想
系
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
状
況
を

総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
暫
定
的
に
3
期
に
分
け
て
特
徴
を
挙
げ
る
。
第
1
期
は
明
治
初
期
で
、
明
六
社
が
発
行
し

た
機
関
紙
『
明
六
雑
誌
』
が1874 

（
明
治
7
） 

年
4
月
2
日
か
ら1875 
（
明
治
8
） 

年
11
月
14
日
の
停
刊
ま
で
、
月
に
2
〜
3
回
で
全

43
号
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
崎
弘
通
ら
東
京
青
年
会
が
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
で
創
刊
し
た
『
六
合
雑
誌
』
も
、1880 

（
明
治
13
） 

年

10
月
か
ら1921 

（
大
正
10
） 

年
2
月
ま
で
続
い
た（

1
）

。
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
啓
蒙
的
な
目
的
を
掲
げ
、
福
沢
諭
吉
ら
の
「
学
者
識
分
論

争
」、
小
崎
弘
道
ら
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
論
争
」
な
ど
、
数
々
の
論
争
を
通
じ
て
哲
学
や
社
会
思
想
を
普
及
さ
せ
る
役
割
を
果

大
西
祝
の
批
評
主
義
か
ら
見
る
『
哲
学
雑
誌
』

納
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一

た
し
た
。

『
哲
学
会
雑
誌
』
は
そ
れ
に
続
く
第
2
期
の
明
治
後
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
大
学
や
学
会
を
拠
点
に
、
講
演
会
に
基
づ
く
論
考

を
中
心
に
、
海
外
の
議
論
の
紹
介
す
る
学
術
的
役
割
を
果
た
し
た
。1897 

（
明
治
30
） 

年
に
姉
崎
正
治
や
大
西
祝
ら
が
設
立
し
た
丁
酉

懇
話
会
を
母
体
と
し
て1900 

（
明
治
33
） 

年
に
発
足
し
た
丁
酉
倫
理
会
も
、
同
年
5
月
か
ら
『
丁
酉
倫
理
會
倫
理
講
演
集
』
を
発
行

し
、1946 

（
昭
和
21
）
年519

号
ま
で
続
い
た
。

京
都
哲
学
会
が
『
哲
学
研
究
』
を
創
刊
し
た1916 

（
大
正
5
） 

年
4
月
は
第
3
期
の
大
正
期
に
あ
た
る
。
哲
学
会
の
『
哲
学
雑
誌
』

と
意
識
的
に
役
割
を
分
担
し
つ
つ
、
学
術
研
究
の
新
た
な
成
果
発
表
の
場
と
し
て
、
よ
り
活
発
な
哲
学
議
論
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
一
般
の
雑
誌
も
次
々
に
刊
行
さ
れ
、
広
く
影
響
力
を
も
っ
た
。1919 

（
大
正
8
） 

年
に
は
改
造
社
が
総
合
雑
誌
『
改
造
』
を

創
刊
し
、
小
説
な
ど
と
並
ん
で
社
会
問
題
を
扱
う
論
考
を
掲
載
し
た
。
東
京
大
学
哲
学
科
出
身
で
岩
波
書
店
の
創
設
者
で
あ
る
岩
波
茂

雄
は
、1921 

（
大
正
10
） 

年
に
人
文
科
学
と
社
会
科
学
の
月
刊
誌
と
し
て
『
思
想
』
を
創
刊
し
、
今
日
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
哲
学
科
出
身
の
佐
々
木
隆
彦
が
社
長
を
務
め
た
理
想
社
も
哲
学
の
専
門
雑
誌
『
理
想
』
を1927 

（
昭
和

2
） 

年
に
創
刊
し
、
広
く
哲
学
の
議
論
に
場
を
提
供
し
た
。

各
時
代
に
哲
学
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
論
文
を
ど
の
媒
体
に
掲
載
し
、
そ
れ
ら
の
間
で
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
か
を
調
査
す
る

こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

二
　『
哲
学
会
雑
誌
』
と
大
西
祝

東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
で
第
10
期
生 

（1889 

（
明
治
22
） 

年
卒
業
）
に
あ
た
る
大
西
祝
は
、
初
期
の
『
哲
学
会
雑
誌
』
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。
ま
ず
は
そ
の
関
わ
り
を
検
討
し
よ
う（

2
）

。

大
西
は1864

年
に
岡
山
で
生
ま
れ
、
同
志
社
で
新
島
襄
に
学
ん
だ
後
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
っ
た
。
学
生
時
代
か
ら
批
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評
や
論
文
を
書
い
て
い
た
が
、
文
学
・
芸
術
・
宗
教
に
関
す
る
論
文
は
『
七
一
雑
報（

3
）

』 （「
基
督
復
活
論
」
等
）、『
国
民
之
友
』（「
批
評

論
」
等
）、『
六
合
雑
誌
』（「
和
歌
に
宗
教
な
し
」「
方
今
思
想
界
の
要
務
」
等
）、『
基
督
教
新
聞
』、『
同
志
社
文
学
会
雑
誌
』（「
英
国

政
党
の
起
源
」）
な
ど
に
、
哲
学
論
文
や
哲
学
史
概
説
は
『
哲
学
会
雑
誌
』
に
掲
載
し
て
い
る
。

文
学
部
学
生
時
代
の1887 

（
明
治
20
） 

年
に
『
哲
学
会
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
「
池
塘
学
人
」
の
筆
名
で
『
六
合
雑

誌
』
に
書
評
を
掲
載
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
年
度
か
ら
雑
誌
編
集
に
関
わ
っ
た
。1888 

（
明
治
21
） 

年
8
月
に
哲
学
会
書
記
に
選
出
さ
れ

た
と
の
記
事
が
あ
る
。
第
5
号
（1887 

（
明
治
20
） 

年
6
月
5
日
）
よ
り
無
署
名
で
「
西
洋
哲
学
小
史
」
で
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
紹

介
し
始
め
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、1889 

（
明
治
22
） 

年
11
月
の
33
号
「
懐
疑
学
派
」
ま
で
17
回
無
署
名
で
「
雑
録
」
を
連
載
し
た（

4
）

。

大
西
が
筆
名
入
り
で
寄
稿
し
た
の
は
、1890 

（
明
治
23
） 

年
、
第
39
号
の
「
道
德
主
義
ニ
就
イ
テ
加
藤
博
士
ニ
問
フ
」（138

〜152

頁
）

が
初
め
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
三
十
あ
ま
り
の
「
雑
録
」
記
事
を
寄
稿
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

大
西
が
『
哲
学
会
雑
誌
』
編
集
に
本
格
的
に
関
わ
る1887 

（
明
治
20
） 

年
6
月
頃
に
、
雑
誌
編
集
方
針
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
い

う
。
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
始
め
（
高
橋
五
郎
、
小
崎
弘
道
ら
）、「
雑
録
、
雑
報
」
欄
が
拡
充
、

社
会
的
・
啓
蒙
的
内
容
が
重
視
さ
れ
て
い
く（

5
）

。
大
西
は
同
志
社
時
代
に
す
で
に
『
文
芸
雑
誌
』
を
作
っ
て
お
り
、1895

年
1
月
『
六

合
雑
誌
』
の
編
集
委
員
に
な
る
よ
う
に
、
雑
誌
の
編
集
に
通
じ
て
い
た
。

三
　
大
西
祝
の
『
哲
学
会
雑
誌
』
批
評

大
西
が
「
池
塘
学
人
」
の
筆
名
で
書
評
「
哲
学
会
雑
誌
を
読
む
」
を
『
六
合
雑
誌
』
74
号
に
投
稿
し
た1887 

（
明
治
20
） 

年
2
月
28

日
は
、『
哲
学
会
雑
誌
』
創
刊
の
2
月
5
日
か
ら
す
ぐ
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
主
を
立
教
大
学
の
佐
藤
善
也
が1978

年
の

論
文
で
大
西
で
あ
る
と
同
定
し（

6
）

、
平
山
洋
が
当
時
の
大
西
の
住
所
「
池
ノ
端
茅
町
」
に
ち
な
ん
だ
「
池
塘
＝
池
の
堤
＝
池
ノ
端
」
と
い

う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
た
と
い
う
根
拠
を
示
し
て
佐
藤
説
を
補
強
し
た（

7
）

。
こ
の
時
、
大
西
は
22
歳
で
東
京
大
学
文
学
部
の
2
年
次
で
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あ
っ
た
。
事
実
上
の
デ
ビ
ュ
ー
論
文
「
和
歌
に
宗
教
な
し
」
を
『
六
合
雑
誌
』
に
発
表
す
る
2
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

書
評
で
は
、
ま
ず
哲
学
会
と
い
う
学
会
と
『
哲
学
会
雑
誌
』
創
刊
号
を
紹
介
す
る
。
加
藤
弘
之
の
祝
辞
に
触
れ
た
後
、
井
上
円
了
と

三
宅
雄
次
郎
の
哲
学
論
を
紹
介
し
た
。
と
り
わ
け
三
宅
が
哲
学
の
範
囲
確
定
の
必
要
性
を
説
き
、「
異
日
必
ス
此
雑
誌
ニ
テ
大
ニ
論
究

シ
深
ク
討
尋
ス
ル
者
ア
ラ
ン
、
諸
君
其
レ
之
ヲ
待
テ
」（
三
宅
、
18
頁
）
と
し
て
い
る
点
に
期
待
を
表
明
す
る
。
大
西
自
身
は
や
が
て

1892 

（
明
治
25
） 
年
11
月
に
『
六
合
雑
誌
』143

号
で
発
表
し
た
「
哲
学
問
題
の
範
囲
」
で
応
答
す
る
こ
と
に
な
る
。
哲
学
会
に
つ
い

て
は
、「
此
哲
学
会
は
我
国
の
哲
学
研
究
会
の
率
先
な
り
、
此
哲
学
会
雑
誌
は
我
国
の
哲
学
雑
誌
の
先
駆
な
り
」
と
紹
介
し
、
注
目
を

促
す
。
ま
た
、「
我
国
内
に
健
全
な
る
思
想
を
流
通
せ
し
め
ん
に
は
健
全
な
る
哲
学
を
要
す
れ
ば
な
り
」
と
述
べ
、「
さ
れ
ば
予
輩
か
茲

に
一
二
の
思
考
す
る
処
を
記
し
て
哲
学
会
雑
誌
の
注
意
を
仰
が
ん
と
す
る
も
敢
て
不
適
当
な
る
事
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
と
し
て
、
日

本
に
お
け
る
哲
学
の
普
及
の
た
め
に
哲
学
会
と
『
哲
学
会
雑
誌
』
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
強
調
し
、
応
援
の
態
度
を
示
す
。

大
西
が
次
に
展
開
す
る
の
は
、「
創
造
の
時
代
」
と
「
批
評
の
時
代
」
と
い
う
区
別
と
そ
の
関
係
で
あ
る
。
文
学
の
歴
史
に
お
け
る

創
造
の
時
代
に
は
新
思
想
が
社
会
に
流
通
す
る
が
、
批
評
の
時
代
は
稀
な
る
創
造
時
代
の
準
備
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
区
別
は
、

途
中
で
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
の
議
論
に
依
拠
し
て
い
る（

8
）

。
ま
ず
は
当
時
の
文
学
の
状
況
を
こ
う
整
理
す
る
。

「
方
今
我
国
文
学
の
気
運
を
察
す
る
に
西
洋
の
新
思
想
を
輸
入
す
る
に
の
み
汲
々
と
し
て
毫
も
余
力
な
き
が
如
し
。
今
は
新
思
想
の
種

蒔
き
時
に
し
て
苅
入
れ
の
時
に
あ
ら
ず
。
今
は
批
評
の
時
代
に
し
て
創
造
の
時
代
は
寧
ろ
未
来
に
あ
り
と
思
は
ざ
る
可
か
ら
ず
」。
文

学
の
状
況
は
哲
学
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
り
、
現
代
は
同
様
に
批
評
の
時
代
に
あ
る
と
い
う
。「
当
今
哲
学
を
学
ぶ
者
は
皆
舶
来
の
思

想
を
ば
蓄
積
す
る
事
を
の
み
力
め
て
自
家
独
得
の
説
を
ば
編
み
出
す
事
と
て
は
毫
も
な
き
が
如
し
」。
こ
の
批
評
時
代
と
い
う
宿
命
を

ど
う
引
き
受
け
て
い
く
か
が
、
本
書
評
が
示
唆
す
る
方
向
と
な
る
。

こ
こ
で
大
西
は
、
哲
学
の
文
体
の
難
解
さ
に
話
を
移
す
。『
哲
学
会
雑
誌
』
発
刊
と
い
う
節
目
に
、
日
本
の
哲
学
の
現
状
を
反
省

し
、
読
者
に
哲
学
は
難
解
で
あ
る
、「
恰
も
砂
を
食
ふ
が
如
し
」
と
感
じ
さ
せ
る
と
指
摘
す
る
。
哲
学
の
言
葉
の
難
解
さ
に
反
対
す
べ
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く
、
ド
イ
ツ
で
か
つ
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
や
ヴ
ォ
ル
フ
ら
が
、
当
時
学
問
の
共
通
語
で
あ
っ
た
ラ
テ
ン
語
を
排
斥
し
ド
イ
ツ
語
を
用
い
た

こ
と
を
紹
介
し
て
、
同
様
の
転
換
を
促
す
。
具
体
的
に
は
、「
今
日
我
国
の
哲
学
書
中
よ
り
も
成
る
べ
く
漢
文
の
か
た
く
る
し
き
を
ば

攘
ひ
去
る
べ
し
」
と
し
、『
哲
学
会
雑
誌
』
に
対
し
て
「
雑
誌
の
文
体
は
思
ひ
切
り
て
之
を
平
易
明
晰
に
す
べ
し
」
と
提
案
す
る
。
文

体
の
改
革
に
は
、
中
国
や
仏
教
の
古
書
か
ら
難
し
い
用
語
を
求
め
る
の
は
無
用
で
あ
り
、
訳
語
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
無
理
に
英
語

の
直
訳
を
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
具
体
策
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
漢
語
に
よ
る
難
語
が
増
え
、
意
味
を
理
解
し
な
い
ま

ま
に
流
布
し
て
い
る
状
況
へ
の
痛
切
な
反
省
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
欧
米
語
か
ら
の
直
訳
に
依
存
す
る
傾
向
へ
の
警
鐘
も
あ
る
。

『
哲
学
会
雑
誌
』
と
い
う
新
た
な
媒
体
の
登
場
を
契
機
に
、
日
本
の
哲
学
の
あ
る
べ
き
方
向
を
模
索
す
る
態
度
が
見
て
取
ら
れ
る
。
そ

う
し
て
『
哲
学
会
雑
誌
』
の
役
割
と
し
て
、「
適
当
な
る
名
義
を
一
定
し
て
之
を
世
に
示
さ
ば
世
間
哲
学
を
語
る
者
の
便
益
少
々
に
は

あ
ら
ざ
る
べ
し
」
と
述
べ
る
。

『
哲
学
会
雑
誌
』
は
批
評
の
職
分
を
負
う
。
そ
れ
は
「
思
想
の
是
非
を
判
断
し
て
其
尤
も
是
な
る
を
ば
広
く
世
上
に
布
く
に
あ
り
」

と
あ
り
、
コ
ン
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ハ
ル
ト
マ
ン
ら
当
時
流
行
の
思
想
を
も
「
批
評
の
法
庭
に
立
た
し
む
べ
し
」
と
す
る
。「
如
何
に

せ
ば
以
て
尤
も
善
良
な
る
哲
学
の
思
想
を
ば
広
く
我
国
に
流
布
す
る
事
を
得
べ
き
や
」
が
、
考
え
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

他
方
で
、
批
評
の
職
分
を
語
る
の
は
、
今
日
西
洋
思
想
の
輸
入
と
論
評
を
専
ら
と
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、「
批
評
の
み
を

以
て
哲
学
会
雑
誌
に
望
む
者
と
思
ふ
勿
れ
」
と
も
述
べ
る
。
思
想
の
輸
入
の
み
に
追
わ
れ
て
は
、
か
つ
て
中
国
思
想
に
圧
倒
さ
れ
た
よ

う
に
、
今
後
永
く
西
洋
思
想
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。「
哲
学
会
の
発
起
者
自
ら
曰
く
他
日
一
派
の
新
哲
学
を
組
成
す
る
に
至
ら
ば
独

り
余
輩
の
栄
誉
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
の
栄
誉
な
り
と
。
夫
れ
哲
学
会
の
記
者
は
此
大
望
を
懐
く
者
な
り
。
此
大
任
を
負
う
者
な
り
。

請
ふ
日
本
国
の
栄
誉
の
為
に
奮
起
せ
よ
」。
こ
う
し
て
、
大
西
は
創
刊
さ
れ
た
『
哲
学
会
雑
誌
』
に
新
哲
学
を
創
造
す
る
旗
振
り
役
を

期
待
す
る
。
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四
　
東
京
ア
リ
ー
ナ
の
批
評
主
義
・
批
判
主
義

大
西
祝
ら
が
哲
学
会
と
『
哲
学 

（
会
） 

雑
誌
』
を
舞
台
に
論
陣
を
張
っ
た
明
治
期
は
、
西
洋
哲
学
の
導
入
と
普
及
が
最
大
の
課
題
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
健
全
な
批
判
主
義
が
求
め
ら
れ
た
。
大
西
が
先
駆
と
な
っ
た
ア
ー
ノ
ル
ド
の
批
評criticism

導
入
は
、
カ
ン
ト

の
批
判K

ritik
哲
学
と
結
び
つ
い
て
「
批
評
主
義
」
と
い
う
態
度
を
生
ん
だ
。
大
西
は
自
身
多
く
の
批
評
・
論
争
を
惹
起
し
、
元
良
勇

次
郎
と
は
「
倫
理
学
は
哲
学
か
」、
井
上
哲
次
郎
と
は
「
教
育
勅
語
と
宗
教
」
を
め
ぐ
り
、
加
藤
弘
之
と
は
「
天
則
」
に
つ
い
て
論
争

し
、
井
上
円
了
「
哲
学
一
夕
話
」
や
三
宅
雄
二
郎
「
我
観
小
景
」
を
書
評
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
先
輩
た
ち
に
論
戦
を
挑
ん
だ
。「
批

評
主
義
」
は
大
西
に
限
ら
れ
る
立
場
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
の
東
京
の
哲
学
者
た
ち
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
学
ん
だ
西
田

幾
多
郎
も
徹
底
的
な
批
評
主
義
か
ら
自
身
の
哲
学
を
生
み
出
し
て
い
っ
た（

9
）

。

こ
の
態
度
は
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
で
教

を
と
っ
た
桑
木
厳
翼
、
中
島
力
造
、
伊
藤
吉
之
助
、
出
隆
ら
に
色
濃
く
見
ら
れ
る

哲
学
姿
勢
で
あ
り
、
時
に
過
度
の
批
判
が
懐
疑
主
義
へ
の
傾
斜
を
生
ん
だ
り
、
独
自
の
思
想
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
り
す
る

負
の
傾
向
に
も
つ
な
が
っ
た
。
東
京
大
学
を
中
心
に
し
た
哲
学
者
た
ち
の
活
動
を
、
仮
に
「
東
京
ア
リ
ー
ナ
」
と
称
す
る
と
、
そ
れ
は

互
い
に
批
判
精
神
を
発
揮
し
て
冷
静
に
判
断
し
つ
つ
、
西
洋
の
哲
学
を
正
確
に
理
解
し
て
咀
嚼
す
る
営
み
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
は
、
大
西
が
呼
ぶ
「
批
評
の
時
代
」
で
あ
り
、
来
る
べ
き
「
創
造
の
時
代
」
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

出
隆
に
よ
る
桑
木
厳
翼
ら
へ
の
批
評
が
、
そ
の
ま
ま
出
自
身
ら
東
京
ア
リ
ー
ナ
の
哲
学
者
た
ち
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
桑
木
先
生
の
は
、
そ
の
講
義
の
仕
方
そ
の
も
の
が
先
生
の
批
判
主
義
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
で
も
言
お
う
か
。
…
…
先
生
の
批
判

主
義
と
い
う
の
は
、
そ
う
で
す
な
、
ま
あ
要
す
る
に
独
断
論
の
反
対
で
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
は
っ
き
り
ど
う
だ
と
も
断
言
し
な
い

こ
と
で
、
根
は
不
可
知
論
だ
ろ
う
が
、
自
分
の
説
は
自
分
の
説
で
、
こ
れ
を
ひ
と
に
押
し
つ
け
よ
う
と
は
し
な
い
。
こ
れ
が
、
し
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か
し
、
当
時
の
僕
に
は
き
き
め
が
あ
っ
た
。
真
理
だ
の
、
絶
対
者
だ
の
、
そ
う
簡
単
に
つ
か
め
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
、
自
分
の
説
な

ん
て
お
い
そ
れ
と
た
て
ら
れ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
、
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
学
説
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
を
ま
ず
知
っ
て
お
け
、
大

学
生
は
そ
れ
ら
を
ま
ず
勉
強
す
る
こ
っ
た
、
と
い
う
の
が
先
生
か
ら
僕
の
教
わ
っ
た
も
の
で
、
あ
や
ふ
や
と
言
え
ば
あ
や
ふ
や
な

こ
う
し
た
態
度
が
、
比
較
的
無
抵
抗
に
あ
の
昔
の
「
哲
学
青
年
」
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
は
、
年
の
加
減
で
も
あ
ろ
う
が
、
ひ
と

つ
に
は
、
さ
き
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、
松
本
先
生
の
講
義
な
ど
か
ら
影
響
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
…
…

　
と
に
か
く
、
こ
う
し
た
桑
木
さ
ん
の
傾
向
が
、
僕
に
か
ぎ
ら
ず
、
一
般
に
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
東
大
哲
学
科
の
学
風
を
京
大
の

と
区
別
し
た
と
で
も
い
う
か
、
或
い
は
京
大
と
の
ち
が
い
を
象
徴
し
て
い
る
と
で
も
言
お
う
か
、
と
に
か
く
京
都
で
は
、
次
第
に

西
田
哲
学
と
か
田
辺
哲
学
と
か
い
う
の
が
ド
グ
マ
的
に
な
り
、
本
尊
さ
ま
が
で
き
て
、
そ
の
周
囲
に
信
徒
が
集
ま
る
が
、
東
京
で

は
め
い
め
い
勝
手
で
、
体
系
の
で
き
な
い
ど
ん
ぐ
り
の
せ
い
く
ら
べ
で
、
よ
く
言
え
ば
考
証
的
・
批
判
的
だ
が
、
悪
く
言
え
ば
洋

品
の
小
間
物
店
み
た
い
で
、
…
…
」（『
出
隆
自
伝
』「
第
4
夜
　
東
大
哲
学
科
の
諸
先
生
」
80
頁
）
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